
イリオモテヤマネコを救え

４班：長谷川、三澤、吉田
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新聞記事
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沖縄）イリオモテヤマネコ「絶滅の恐れも」事故死急増

【西表島＝竹富】環境省西表自然保護官事務所は7日、国の特別天然
記念物イリオモテヤマネコの雄の子ネコ１匹が交通事故死したと発表
した。今年６件目で、過去最多だった２０１３年の１年間に件数に半
年間で並んだ。環境省と竹富町は６月、事故多発警報を出していた。
同事務所は「このままで」と危機感を募らせ、法定速度順守と安全運
転を呼び掛は絶滅の恐れが高いけている。

事故は6日午後9時45分ごろ、竹富町上原の県道２１５号で発生。地
域住民が発見した時には既に事故車両は走り去っていた。子ネコは頭
蓋骨骨折などを負い、発見時に死んでいた。

ヤマネコの推定生息数は０８年度調査で約１００匹。環境省による
と、４〜８月は子育て時期で、雌や子ネコの活動が活発。事故は夕方
〜夜間が多く、今年は３月に胎児２匹を妊娠中の母ネコ、６月には子
育て中の母ネコが事故死した。

相原百合自然保護官は「事故は運転手の意識で防げる」とし、法定
速度順守と生物に配慮した安全運転を呼びかけた上で「早めの連絡で
助かる命もある。事故の状況が分かれば、それに応じた対策もでき
る」と早期の情報提供を求めた。

2016/7/10
http://www.asahi.com/articles/ASJ795WP2J79UEHF00C.html 4



記事要約

�イリオモテヤマネコの交通事故死多発

� 2008年の推定で生存数100匹

� 2016年上半期で既に６匹死亡

�自動車運転手の配慮欠如
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現状分析
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イリオモテヤマネコとは

� 生息地…西表島のみ

� 推定生息数…約１００匹（０８年調査）

� １９７７年 国指定特別天然記念物に指定

� １９９４年 国内希少野生動植物種に指定

� ２００７年 絶滅危惧ⅠB類→ⅠA類へ
（環境省レッドリスト：現存種の中で最も絶滅の恐れが高
い）
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西表島観光客数推移
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西表島概要
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イリオモテヤマネコ生息地
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２枚の地図を比べると、、、

主要道路と生息地が重なっている！！
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交通手段

�タクシー

→観光客目当てのため割高
�路線バス

→１日に４本しか走っておらず不便

レンタカーがマストアイテム！！！！
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西表島の路線バス http://www.iriomote.com/web/access/bus/



政策提言

事故を減らすために

レンタカー利用者数を減らしたい

夜間の事故を減らしたい

路線バスの本数を増やす
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試算
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平成２４年竹富町入域観光客数（月別）



政策提言
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バス30分に一本

朝8時から夜22時まで
運行



具体的な想定

� バスが往復するのに210分かかる
� ２８本/1日
� 30分に一本バスを出すためには
210÷30＝７台のバスが必要

� 現在西表島交通は３台のバスを所有して
いるため、新たに４台のバスを購入する
必要がある

� 中古のバス一台２００万円
２００万×４＝８００万円
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試算〜政策後の年間収支＞年間経費を目指す〜

①政策後の観光者バス利用率Ｘを計算

政策後に観光者のうちＸ％が路線バスを利
用すると
政策後の年間収益は

２８４９９５人（年間観光客）×Ｘ／１０
０×１０３０円（１日乗車台）＝２９３
５４４８Ｘ円



政策後の年間経費は

バス維持費＋バス４台購入費＋ガソリン代＋人件費で計算して

・バス維持費 ８０万×７台＝５６０００００円

・購入費 ２００万×４台＝８００００００円

・ガソリン代
路線バスの往復距離を１００Ｋｍ、燃費３キロ／Ｌ、１２０円／Ｌで
考えると

１００÷３×１２０≒４０００円 バス一台が往復に必要なガソリン
代が４０００円で、１日に各バス停２８本（３０分に１本）だと年
間のガソリン代は

４０００円×２８×３６５＝４０８８００００円

・人件費
バス運転手の年収を４２５万とすると、４２５×７＝２９７５０００
０円

よって、年間経費＝８４２３００００円



年間収支≧年間経費を目指すと

２９３５４４８Ｘ≧８４２３００００

Ｘ≧２９．２４％

政策後の年間観光客のうち２９．２４％が
路線バスを利用すれば赤字にならない



②現状の観光者バス利用率Ｙ
観光者のうちＹ％が利用すると

現状年間収支は
２８４９９５×Ｙ／１００×１０３０＝２９３５
４４８Ｙ円

現状年間経費は
バス維持費＋ガソリン代＋人件費で計算して

・バス維持費 ８０万×３台＝２４０００００

・ガソリン代 １６０００円（４０００円×４往復）×３
６５日＝５８４００００

人件費 ４２５万×３人＝１２７５００００

よって現状年間経費＝２０９９００００円



同様に、年間収支≧年間経費を目指すと

２８７９９５０Ｙ≧２０９９００００ Ｙ
≧７．２８
現状のバス会社が黒字経営と仮定すると、７．２
８％以上の観光客が路線バスを利用しているこ
とになる

①②より、
Ｘ≧Ｙ≧７．２８ （Ｘ≧２９．２４）

さらに政策後はバスの本数が増え利便性が上がっ
たので常にＸ≧Ｙが成立

結論：観光者バス利用率が２９．２４％以上な
ら赤字にはならない。また、Ｙ≧２９．２４な
らこの政策の実現可能性が高い。



今後の課題

�具体的に時刻表を作るのには4000時間
かかる

�乗客率高めで計算しているからバスを
敬遠する人が出ると思われる

�いくらバスが安いとは言ってもタク
シーとバスでは利便性が大きく異なる
ため観光客が想定通りにバスに乗って
くれないかもしれない。
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